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▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！
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※行事の変更等は、行政放送、情報メール、ホームページ等で
　お知らせします。

乳児健診

ブックススタート

すこやか相談

ベビーマッサージ教室

第39回小体連学童スキー大会

１・２歳児歯科健診

読み聞かせ・お話会

新型コロナワクチン集団接種（追加接種）

新型コロナワクチン集団接種（追加接種）

【スキー場】スキーこどもの日

新型コロナワクチン集団接種（追加接種）

すこやか相談

離乳食個別相談会

プレベビーマッサージ

まちづくり町民説明会（有屋地域）

まちづくり町民説明会（東郷地域）

まちづくり町民説明会（金山地域）

まちづくり町民説明会（西郷・中田地域）

マタニティ教室

第65回白銀少年スキー選手権大会

心の健康相談

２月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆まちづくり町民説明会について

◆令和３年度金山町成人式

◆新庄南高金山校模擬議会

◆まちのわだい

　神室雪まつりを開催

　岸綾子さんが旭日単光章を受章

　正野菊松さんが100歳を迎える

　明安小閉校記念大凧つくり

　有屋小恒例の「なしだんご飾り」

　白岩土木建築が交通安全教室を開催

　りゅう馬スプリントスキーフェスタ2022

◆ほっとクリニック・交通安全コラム

　わたしと金山

◆お知らせ掲示板

　新型コロナワクチン３回目について

　除雪費支給事業について

　金山中スキー部が今季も躍進

◆図書室だより・集落支援員通信

　東京金山会通信・ぶんげい

◆キラリ金山びと
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　説明会のテーマ
①　令和４年度からの小学校統合
　令和９年度には金山小で新入生が15人、全校児童で175人程の規模となる見込みですが、一人ひ
とりがより充実した教育サービスを受けられる体制を整えていきます。廃校となる明安小、有屋小は
避難所や地域活動の場として利用する一方で、公売も実施していきます。

②　路線バスのデマンド化及びスクールバスの運行
　４月からは中学生も小学生と同じく無料でスクールバスを利用できるようにします。また「デマン
ド交通（事前に予約の上、ご自宅から希望の場所へ送り迎えするサービス）」の運行を開始します。

③　中央公民館の移転
　今までの利用状況や今後の維持管理費などを踏まえた上で、改築、現施設の耐震補強、他の施設へ
の移転などを議論しています。町としては、特に健診やイベントでの利用率が高い農村環境改善セン
ターに移転することが町民の皆さんが最も利用しやすい施設になると考えています。

④　グリーンバレー神室一帯のあり方
　交流・観光・レクリエーションの拠点として、町内外の多くの皆さんから親しまれている一方で、近
年は人口減少や新型コロナウイルス感染症等の影響により、来場者及び施設一帯の収入が激減している
現状にあります。様々な試算を踏まえて、町民及び有識者による検討委員会において、グリーンバレー
神室の今後の運営をどうすべきか検討しています。

　開催日程及び会場　　お住まいの地区にかかわらずどの会場でも参加できます

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じての開催と
なりますが、発熱や体調不良の方はご遠慮いただくととも
にご参加の際はマスクの着用及び消毒へのご協力をお願い
します。感染状況により、中止になる場合があります。

　役場町民ホールを会場に挙行された令和３年度金山町成人
式。久しぶりに仲間と再会できたことを喜ぶ成人者たちの笑
顔がありました。

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

○小

○夕
○小

○疼
○小
○夕
○小

○疼
○小

○夕

○小

○疼
○小

○小

○疼

町民のみなさんへ
みんなが主役、みんなの故郷、金山町の実現に向けて

まちづくり
町民説明会を
開催します

　町ではこれまで、人口減少など様々な社会
情勢の変化や行財政の健全運営などを背景と
し、町の抱える課題の解決に向けた各種検討
会を実施してきました。そこで、町民の皆様
にこれまでの検討状況や、20歳以上の方に
ご協力いただいた「まちづくり緊急アンケー
ト」の調査内容を共有するとともに、より多
くのご意見やご提言をいただくために、町民
説明会を開催いたします。町民の皆様のご参
加をお待ちしております。

【お問い合わせ】
　役場　総合政策課
　☎５２－２１１１（内線230）

有屋地域

東郷地域

金山地域

西郷・中田地域

地　域 日　時 場　所 時　間

２月21日（月）
２月22日（火）
２月24日（木）
２月25日（金）

有屋小学校家庭科室

明安小学校ランチルーム

農村環境改善センター

農村環境改善センター

19時～
　20時30分



～金山町の新成人～
　対象年齢　▶　平成12年度生まれ
　該当者　　▶　78名（男33名　女45名）
　出席者　　▶　41名

～平成12年はこんな年～
　・シドニーオリンピック開催
　・新紙幣2000円札発行
　・新500円硬貨が発行
　・イチローが野手として
　　日本人初の大リーガーとなる
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感
謝
を
胸
に

　
未
来
へ
羽
ば
た
け
新
成
人

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
２
度
の
延
期
を
経
て
、
１
月
９

日
、
令
和
３
年
度
金
山
町
成
人
式
が

無
事
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
役
場
町
民
ホ
ー
ル
に
は
、
色

鮮
や
か
な
振
袖
や
ド
レ
ス
、
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
41

名
が
出
席
し
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ

け
て
は
喜
び
の
声
を
あ
げ
、
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
仲
間
と
笑
顔
で
近
況

を
報
告
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
佐
藤
町
長
が
「
金
山

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
心
に
刻

み
、
こ
れ
か
ら
も
冷
静
な
『
判
断
』

と
果
敢
な『
挑
戦
』、豊
か
な『
経
験
』

を
積
み
上
げ
、
社
会
を
突
き
動
か
す

原
動
力
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
、
新
成
人
へ
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を

代
表
し
、
成
人
式
実
行
委
員
会
委
員

長
の
西
田
侑
叶
さ
ん（
内
町
）が「
今

日
の
晴
れ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
陰
だ

と
感
謝
し
て
い
る
。成
人
者
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
る
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻

み
、
自
分
の
生
き
方
に
誇
り
と
責
任

を
持
ち
た
い
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
式
典
の
み
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
の
成
人
式
。
式

典
後
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で

恩
師
や
友
人
た
ち
と
記
念
写
真
を
撮

影
す
る
な
ど
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
時
代
へ
羽
ば
た
く

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、礼
儀
正
し
く
、

愛
情
と
思
い
や
り
の
あ
る
大
人
に
な

る
と
い
う
誓
い
を
胸
に
、
大
人
と
し

て
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

成人式
January the 9th, 2022

Coming of age Ceremony!



【
金
山
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
に
つ
い
て
】

　
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
視
聴
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
へ
特
産
品
を
贈
る

こ
と
は
可
能
か
。

　
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
は
若
い
世
代

や
観
光
客
へ
金
山
町
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
う
え
で
非
常
に
効
果
的
な
ツ
ー
ル

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
町
で
は
、

令
和
元
年
度
に
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作

成
し
、
マ
ル
コ
の
蔵
の
テ
レ
ビ
で
常

時
リ
ピ
ー
ト
し
て
放
映
し
て
い
る
。

ま
た
、
視
聴
し
て
く
れ
た
方
を
特
定

し
特
産
品
を
贈
る
こ
と
は
一
般
的
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
を
つ
け
る
こ
と
で
の
割
引
事

業
を
実
施
し
た
り
、
金
山
校
の
皆
さ

ん
が
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

を
作
り
、
写
真
を
活
用
し
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
な
ど
が
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

【
東
北
中
央
道
路
と
道
の
駅
に
つ
い
て
】

　
金
山
町
に
「
道
の
駅
」
を
作
り
、

デ
ザ
イ
ン
等
に
高
校
生
や
東
北
芸
工

大
生
が
関
わ
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
「
金
山
町
高
規
格
道
路
供
用
開
始

に
向
け
た
交
流
人
口
拡
大
方
策
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

お
り
町
民
の
皆
様
か
ら
も
道
の
駅
整

備
に
お
け
る
採
算
性
や
民
間
運
営
に

関
す
る
ご
意
見
を
数
多
く
い
た
だ
い

て
い
る
。
道
の
駅
を
整
備
す
る
こ
と

に
な
る
場
合
は
「
こ
こ
に
し
か
な
い
、

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
」
と
い
っ
た

強
み
を
持
た
せ
、
経
営
黒
字
を
確
保

で
き
る
よ
う
な
施
設
に
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
や
整
備

構
想
な
ど
を
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
系
の

学
生
や
金
山
校
の
み
な
さ
ん
か
ら
ア

イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
く
と
い
う
方
法

は
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
金
山
校
支
援
の
充
実
を
望
む
】

　
高
校
生
が
放
課
後
や
休
日
な
ど
に

勉
強
し
た
り
本
を
読
ん
だ
り
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
は
な
い
か
。
金
山
校
存
続
の

た
め
検
討
し
て
い
る
支
援
は
あ
る
か
。

　
現
在
、
中
央
公
民
館
を
他
の
施
設

に
移
転
す
る
こ
と
で
検
討
が
行
わ
れ

て
お
り
、「
学
習
ス
ペ
ー
ス
」
や
「
雑

談
可
能
ス
ペ
ー
ス
」
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、
多
額
な
改
修
経
費
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
既
存
の
公
共
施
設
を

有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
「
新

南
金
山
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
配
置
し
、
高
校
の
魅
力
化
向

上
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
入

学
者
の
確
保
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
高
校
生
の
目
線
で
地
元

の
良
さ
を
再
発
見
し
、
新
南
金
山
校

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
サ
ー
ク
ル
活

動
等
を
県
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

【
神
室
ス
キ
ー
場
の
展
望
に
つ
い
て
】

　
神
室
ス
キ
ー
場
の
営
業
時
間
短
縮
、

リ
フ
ト
料
金
の
無
料
化
や
引
き
下
げ

に
よ
る
運
営
改
善
を
提
案
す
る
。
今

後
の
運
営
方
針
は
。

　
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
と
経
費
は

削
減
さ
れ
る
反
面
、
収
入
も
減
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
料
金
を
値

下
げ
し
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ

て
き
た
が
増
収
に
は
つ
な
が
り
に
く

か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
運
営
に

は
多
大
な
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

金
山
町
の
財
政
規
模
で
は
、
予
算
を

ね
ん
出
す
る
こ
と
は
非
常
に
苦
し
い

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
グ
リ
ー

ン
バ
レ
ー
神
室
一
帯
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、

現
在
議
論
し
て
い
る
。
最
終
的
な
結

論
は
、
秋
頃
を
目
標
に
示
す
予
定
で

あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
高
校
生
選
挙
の
可
能
性
に
つ
い
て
】

　
高
校
生
が
実
際
の
投
票
と
は
別
の

「
模
擬
選
挙
」は
で
き
な
い
か
。ま
た
、

住
所
を
移
し
て
い
な
い
若
者
の
た
め
、

不
在
者
投
票
の
改
革
な
ど
の
可
能
性

は
あ
る
か
。

　
選
挙
は
公
職
選
挙
法
で
細
部
に
わ

た
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
事
務

は
絶
対
に
ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
こ
と

や
公
職
選
挙
法
に
抵
触
し
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
金

山
校
で
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
「
模

擬
投
票
」
を
毎
年
行
う
な
ど
で
選
挙

の
意
識
付
け
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
住
民
基
本
法
上
、
住
所
を
移
転

す
る
場
合
は
、
住
民
票
を
移
転
先
に

移
動
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
住
所
地
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
そ
こ
で
通
常

の
投
票
ま
た
は
期
日
前
投
票
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

【
図
書
館
施
設
等
の
充
実
に
つ
い
て
】

　
金
山
町
に
大
き
な
図
書
館
を
つ
く

る
、
ま
た
は
現
在
あ
る
図
書
館
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

　
町
で
は
中
央
公
民
館
を
新
た
に
建

設
す
る
計
画
で
基
本
設
計
ま
で
進
め

て
き
た
が
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
た

め
、
建
設
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
た
め
新
し
い
図
書
館
の
建
設
の

計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
施
設
の
老

朽
化
や
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
中
央
公
民
館
の
機
能

を
他
の
公
共
施
設
に
移
転
す
る
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
移
転
す
る
施
設
に

図
書
室
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
の
で
、
町
民
が
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る

図
書
室
へ
の
改
装
や
、
有
効
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
小
中
高
生
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
う
こ
と
は
可
能
だ
と
考

え
る
。

【
金
山
杉
を
活
用
し
た
遊
具
の
充
実
】

　
金
山
杉
を
使
っ
た
遊
具
を
認
定
こ

ど
も
園
等
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
マ
ル
コ
の
蔵
で
金
山
杉
の
積
み

木
な
ど
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

　
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
現
在
も
木

製
の
遊
具
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
金
山
杉
の
物
も
あ

る
が
新
た
な
物
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
検
討

が
必
要
な
た
め
、
園
と
十
分
相
談
の

う
え
、
導
入
す
る
か
判
断
し
た
い
。

マ
ル
コ
の
蔵
で
の
商
品
の
販
売
は
、

指
定
管
理
を
受
託
し
て
い
る
グ
リ
ー

ン
バ
レ
ー
神
室
振
興
公
社
が
行
っ
て

お
り
、
出
品
申
し
込
み
を
経
て
販
売

の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。
す
で
に
町

内
の
業
者
が
木
工
品
を
出
品
し
て
い

る
た
め
、
企
業
へ
の
提
案
も
実
現
の

た
め
の
ひ
と
つ
の
案
と
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
高
校
生
発
案
の
実
現
を

期
待
し
て
い
る
。
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 金山町の未来を考える
新庄南高金山校 模擬議会

　高校生がまちづくりを考え参政権を有する意義を考えることを目的に、今回で４回目となる新庄南
高金山校の生徒による模擬議会が12月22日、役場町民ホールを会場に開催されました。三上美帆議
長のもと、７名の高校生議員が、町の課題を的確に捉え、高校生らしいフレッシュな目線で町執行部
に質問しました。

三條　輝 議員（１年）柿崎　翔太 議員（２年）

佐藤　妃奈 議員（１年）

小野　樹生 議員（２年）

栗田　七虹 議員（２年）

長沼　星空 議員（１年）柴田　佳羽 議員（２年）

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ



まちの
わだい
身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　１月９日、有屋スキースポ少（小沼慶幸代表）が主催す
る「りゅう馬スプリントスキーフェスタ2022」が神室ス
キー場を会場に開催されました。当日は晴天に恵まれ、総
勢49名が参加し、今シーズン初めてのスキー大会を楽し
みました。競技は４種目と大人が参加するエキシビジョン
が行われ、どの種目も熱戦が繰り広げられました。最優秀
選手には、神沼天希選手（金山スポ少クロカンスキー部）、
小沼れい選手（有屋スキースポ少）が選ばれました。

　１月13日、有屋小学校の１・２年生が、地域の方々と
一緒に「なしだんご飾り」に挑戦しました。なしだんごは
小正月の伝統行事で、有屋小では６年前から実施していま
す。なしだんごを飾る意味を学んだ児童たちは、つきたて
のお餅を藁にさしたなしだんごと手づくりの縁起物飾りを
ミズキの木にバランスをみながら飾り付け。上手に飾り付
けができ、満足した様子でした。

　正野菊松さん（下野明）が、１月12日に100歳の誕生日
を迎えられ、佐藤町長からご本人へ賀詞やお祝い金が贈呈
されました。菊松さんは、大正11年生まれ。健康長寿の
秘訣は「しっかり食事をとること」だそう。ご家族に囲まれ、
節目の日を迎えた菊松さん。これからも健康に留意され、
長生きしてください。100歳のご長寿、おめでとうござい
ます。

　岸綾子さん（十日町）が旭日単光章を受章されました。
岸さんは、平成11年５月に金山町議会議員に当選され、
平成27年までの４期16年の永きにわたり町の発展に多大
な貢献をなされました。「皆さんから支えていただいたお
かげで受章することができました。本当に感謝していま
す。」と岸さんがにこやかに話してくださいました。栄え
あるご受章、誠におめでとうございます。

　町内の国道除雪を請け負う白岩土木建築㈱が毎年開催し
ている冬季交通安全教室が12月22日、金山防災除雪ステ
ーションで開かれました。冬空のもと、認定こども園めご
たま年長児が参加し、ロータリー除雪車や除雪グレーダー
などの車を見学。順番に乗車させてもらい、死角について
教えてもらいました。冬の安全について学ぶ、貴重な体験
となりました。

　１月16日、グリーンバレー神室を会場に神室雪まつり
が開催され、親子連れなど多くの来場者で賑わいました。
まつりの目玉は雪だるまと雪灯篭づくり。参加した子ども
たちはボランティアの大学生たちと一緒に雪遊びを全力で
楽しみました。出店も多数出店し、温かい食べ物でほっこ
りする姿も。日が落ちると、毎年恒例のカラフルな雪中花
火が空に映し出され一日中神室スキー場を満喫した方も見
られました。

　１月17日、明安小学校で大凧の色塗りが行われました。
これは、平成14年に後藤登さん（安沢）によって製作され
た凧を閉校記念としてリメイクしようと企画されたもの
で、今回はグラフィックデザイナーの星川忠平さん（安沢）
が原画をもとにデザイン。児童たちは、下絵からはみ出さ
ないように丁寧に作業しました。「上手に色を塗ることが
できて良かった。」と完成が楽しみの様子です。

▼12月28日に佐藤町長に受章を報告された（賞状は額装前）

▲賀詞を持ち、凛々しく写真に応じる菊松さん

▼完成したなしだんごと飾り付けした児童・先生・地域の皆さん

▼枠をはみ出さないようにと一生懸命作業する児童たち

▲熱気あふれるレースが展開されたりゅう馬スプリントスキーフェスタ

▲この日はリフトも無料開放されここ数年で一番の利用者となった▲作業車に乗車して安全を確認した園児たち

１年間を幸せに過ごせますように
有屋小で恒例のなしだんご飾り

明安小で閉校記念大凧つくり
丁寧な作業で思い出づくり

地域に愛されるスキー大会に
りゅう馬スプリントスキーフェスタ2022

祝！正野菊松さんが１００歳
町からお祝い金を贈呈

岸綾子さんが旭日単光章を受章
永きにわたり町発展に寄与

　神室雪まつりを開催
多くの来場者で賑わう　

白岩土木建築が冬季交通安全教室
めごたま年長児が雪道の注意点を学ぶ
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た
と
え
雪
が
多
く
降
っ
て
い
な
く
て
も
、
凍
結
等
を
原

因
と
す
る
転
倒
災
害
は
多
く
発
生
し
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
時
に
転
倒
し
て
し
ま
う
の
？

　
横
断
歩
道
の
白
線
の
上
は
乾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

も
薄
い
氷
膜
が
で
き
、
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
車
の
出
入
り
が
多
い
歩
道
（
駐
車
場
の
出
入

り
口
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
）
や
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

乗
場
に
つ
い
て
も
路
面
が
凍
り
や
す
く
、
非
常
に
滑
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
坂
道
や
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
切
れ
目
な
ど
に
つ
い
て
も
部
分
的
に
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

●
雪
道
を
安
全
に
歩
く
ポ
イ
ン
ト

　
歩
幅
を
普
段
よ
り
も
小
さ
く
し
、そ
ろ
そ
ろ
と
歩
く「
ペ

ン
ギ
ン
歩
き
」
を
基
本
に
、
靴
の
裏
全
体
を
路
面
に
付
け

て
歩
く
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
履
物
は
な
る
べ
く
靴

底
が
滑
り
に
く
い
も
の（
摩
擦
係
数
の
高
い
ゴ
ム
長
靴
等
）

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
気
を
付
け
て
い

て
も
転
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
帽
子
や
手

袋
を
身
に
付
け
、
転
倒
時
の
ケ
ガ
を
防
止
す
る
こ
と
も
大

切
な
安
全
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
歩
行
中
は
ポ
ケ
ッ
ト
に

手
を
入
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
付
近
の
屋
根
な
ど
に
も

目
を
配
り
な
が
ら
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲

酒
時
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
鈍
く
な
り
転
倒
の
危
険
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

★
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

安
全
な
服
装
で
歩
行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。※
歩
行

中
の
事
故
に
つ
い
て
は
交
通
災
害
共
済
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
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て
い
れ
ば
終
了
と
な
り
ま
す
。
一
度

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
し
ま
う
と
、

除
菌
を
し
て
も
す
べ
て
の
胃
癌
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
可
能
性

を
下
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
感
染

さ
れ
た
方
に
は
年
に
１
回
の
胃
カ
メ

ラ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
所
で
は
胃
カ
メ
ラ
を
口
か
ら

で
も
鼻
か
ら
で
も
行
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
だ
一
度
も
カ
メ
ラ
を
し
た

こ
と
が
な
い
人
も
、
は
る
か
昔
に
受

け
て
そ
の
後
や
っ
て
い
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
ぜ
ひ
カ
メ
ラ
を
受
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
ピ
ロ
リ
菌
に
限
ら
ず
、

胃
や
腸
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
菌
の
感
染
経
路
は
は
っ
き
り

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
原
因
の
一

つ
に
井
戸
水
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
山
町
で
は
多
く
の
家
で
井
戸
水
を

利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

他
の
地
域
よ
り
も
知
ら
ず
に
感
染
さ

れ
て
い
る
方
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
細
菌
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、

実
際
に
潰
瘍
や
癌
に
な
る
ま
で
症
状

が
何
も
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
乳
幼
児
の
頃
に
感
染
し
、

少
し
ず
つ
胃
の
粘
膜
を
変
化
さ
せ
て

い
き
、
年
齢
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に

突
然
胃
癌
に
な
っ
て
症
状
と
し
て
出

現
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
胃
カ
メ
ラ
で
症
状
が
出
る

前
に
早
期
に
発
見
し
、
除
菌
す
る
こ

と
で
す
。
事
実
、
ピ
ロ
リ
菌
が
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
診
で
胃

カ
メ
ラ
を
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
で

胃
癌
の
数
、
特
に
死
亡
者
数
は
如
実

に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
の
流
れ
と
し
て
は
、

ま
ず
血
液
検
査
あ
る
い
は
便
検
査
に

よ
る
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
の
検
査
と
胃
カ

メ
ラ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
ピ
ロ

リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
場
合
、
１
週

間
お
薬
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
、
飲
み

切
っ
た
２
か
月
後
に
除
菌
で
き
た
か

ど
う
か
の
検
査
を
し
て
、
除
菌
で
き

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.156ほ

ピロリ菌について

　
本
格
的
な
寒
さ
が
身
に
染
み
、
春

の
便
り
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
で
す
。

私
は
山
形
県
立
新
庄
病
院
で
消
化
器

内
科
を
担
当
し
て
い
る
桃
﨑
孝
と
申

し
ま
す
。
昨
年
の
４
月
か
ら
、
毎
週

金
曜
日
に
町
立
金
山
診
療
所
で
、
主

に
上
部
消
化
管
内
視
鏡（
胃
カ
メ
ラ
）

と
腹
部
超
音
波
検
査
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
私
は
胃
カ
メ
ラ
を
担
当
し
て
い
る

の
で
、そ
こ
で
重
要
な「
ピ
ロ
リ
菌
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
ピ
ロ
リ

菌
は
人
間
の
胃
に
生
息
す
る
こ
と
が

で
き
る
細
菌
の
一
種
で
、
こ
の
菌
に

感
染
す
る
こ
と
で
、
胃
癌
や
胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸
潰
瘍
な
ど
を
引
き
起
こ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
コ
ラ
ム　
第
２
回

歩
行
中
の
雪
道
で
起
こ
り
う
る
事
故

安全な雪下ろし作業『８つのポイント』

　山形県では昨シーズン（令和２年12月～令和３年３月）に
人的被害を伴う事故が191件発生しました。特に65歳以上の
高齢者の方が事故に遭うケースが多くなっています。８つの
ポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行いましょう。ま
た、除雪機での作業も十分注意しましょう。

① 気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意！
② ヘルメットを着用し安全な服装で作業しましょう！
③ 転落防止のため命綱を使いましょう！
④ はしごはしっかり固定しましょう！（足元も先端も）
⑤ 使いやすい除雪道具を使いましょう！
⑥ ２人以上で作業しましょう！（携帯電話を持って）
⑦ 無理な作業はやめましょう！（休憩をとりながら）
⑧ 足場はいつも注意！（軒先は危険。足場は慎重に）

〈雪害事故を防止しましょう!〉

　
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
夏
に
父
の

転
勤
で
家
族
は
東
京
に
も
ど
り
ま
し

た
。
私
は
高
校
２
年
を
済
ま
せ
て
か
ら

半
年
遅
れ
て
合
流
し
ま
し
た
。
金
山
へ

の
疎
開
以
来
、
10
年
振
り
に
家
族
揃
っ

て
の
生
活
と
な
っ
た
の
で
す
。父
53
歳
、

母
44
歳
、
社
会
人
２
年
目
の
秀
太
郎
23

歳
、寛
治 （
高
３
）17
歳
、隆
三 （
小
４
）

10
歳
と
い
う
家
族
構
成
で
し
た
。
品
川

区
旗
の
台
の
家
は
も
と
も
と
、
隆
三
の

学
校
が
至
近
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら

父
が
選
ん
だ
勤
務
先
の
借
り
上
げ
社
宅

で
、
昭
和
２
年
築
、
南
京
下
見
張
り
、

玄
関
わ
き
に
６
帖
洋
間
の
応
接
室
が
あ

り
、
奥
に
１
、
２
階
と
も
６
帖
，
８
帖

続
き
の
和
室
が
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
昭
和
初
め
の
標
準
住
宅
で
し
た
。

　
昭
和
４
年
の
恐
慌
時
に
大
学
を
出
て

勤
め
人
に
な
っ
た
父
は
、
仙
台
で
の
社

宅
新
築
や
本
郷
・
四
谷
時
代
を
通
じ
て

も
、
家
は
借
り
て
住
む
も
の
と
い
う
考

え
方
で
、
安
い
大
工
道
具
な
ど
買
っ
て

眺
め
た
り
し
て
い
た
わ
り
に
、
住
ま
い

に
は
無
頓
着
で
し
た
。

　
一
方
母
は
、
近
代
（
モ
ダ
ン
）
住
宅

の
雑
誌
や
民
芸
を
手
に
す
る
な
ど
、
手

に
届
く
範
囲
で
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
山
形
第
一
高
女
時
代
は
山
形
女

子
師
範
と
寮
が
共
同
だ
っ
た
ら
し
く
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
他
に
上
・
下
級
生
の

隔
て
な
く
、
友
達
付
き
合
い
は
密
だ
っ

た
よ
う
で
、
２
年
上
の
浜
江
ち
ゃ
ん
こ

と
画
家
の
桜
井
浜
江
女
史
、
２
年
下
の

カ
ン
コ
チ
ャ
ン
・
金
子
て
い
女
史
（
外

村
繁
夫
人
）と
は
行
き
来
が
密
で
し
た
。

ま
た
イ
チ
ヤ
マ
の
モ
ン
ち
ゃ
ん
・
志
田

（
岸
）
も
ん
夫
人
と
、
ツ
ウ
ち
ゃ
ん
・

伊
藤
（
岸
）
千
代
子
夫
人
が
第
一
高
女

の
各
２
・
４
学
年
下
に
続
い
た
の
で
、

静
岡
で
療
養
中
だ
っ
た
岸
英
二
氏
も
加

わ
っ
て
、
そ
の
縁
か
ら
芹
澤
銈
介
門
下

の
染
色
家
・
三
代
澤
本
壽
氏
を
知
り
、

さ
ら
に
三
代
澤
氏
か
ら
濱
田
庄
司
先
生

を
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
、
生
活
美
に
浸

る
こ
と
が
本
郷
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
母
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
私
は
全
く
事
前
の
準
備
も
無
し
に

藝
大
受
験
を
志
望
し
ま
し
た
。
そ
の
際

父
が
「
う
ち
に
は
、（
美
術
方
面
の
）

マ
キ
（
血
筋
）
は
無
い
が
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
母
が
「
勤
め
人
の
マ
キ
な
ん

て
無
い
で
し
ょ
う
」
と
応
援
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
案
の
定
浪
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
炬
燵
で
団
欒
を
楽
し
ん
で
い
る

と
、「
ほ
ら
、
ほ
ら
落
第
坊
主
は
２
階

に
上
が
っ
て
勉
強
・
勉
強
!!
」
と
母
か

ー
わ
た
し
と
金
山
ー

林　
寛
治

か
ん　

じ

　
仙
台
か
ら
東
京
へ

№８

ら
度
々
言
わ
れ
ま
し
た
。
３
度
目
の
受

験
で
よ
う
や
く
合
格
し
た
藝
大
の
入
学

式
で
は
、
哲
学
者
の
上
野
直
昭
学
長
が

「
10
年
間
の
入
学
者
の
中
で
、
真
の
芸

術
家
に
な
れ
る
の
は
一
人
位
だ
と
自
覚

し
て
鍛
錬
し
ろ
」
と
訓
示
さ
れ
、
有
難

く
わ
が
身
に
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

　
母
は
、
私
の
卒
業
直
前
の
昭
和
30
年

（
１
９
６
０
）
暮
れ
に
自
宅
で
死
去
し

ま
し
た
。
50
歳
で
し
た
。
私
が
「
金
山

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
は
、
思
い
も
し
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
母
を
亡
く
し
た
３
か
月
後
に
卒
業

し
、
同
年
８
月
末
か
ら
６
年
間
の
イ
タ

リ
ア
生
活
、
帰
国
後
は
吉
村
順
三
教
授

の
事
務
所
で
７
年
間
修
行
、
す
な
わ
ち

１
９
６
１
年
か
ら
１
９
７
４
年
ま
で
の

13
年
間
、
私
は
金
山
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。1960年秋・卒業制作時、スクオヴァレー・

オリンピック選手の栗田栄治君（左）と日大
スキー部・高橋四郎君（右）が旗の台の家に
遊びに来てくれた。 健康な胃 ピロリ菌 胃潰瘍・

胃がん　

ピロリ菌は胃の粘膜にすみつく細菌です。
胃カメラで早期に発見し除菌することが
大切です。

町立金山診療所
　医師　桃﨑　孝

ももさき たかし
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お知らせ掲示板

果
樹
王
国
や
ま
が
た
を
支
え
る
皆
さ
ん
へ

凍
霜
害
・
降
ひ
ょ
う
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風
・

豪
雪
・
開
花
期
の
低
温
な
ど
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
想
定
外
の
自
然
災
害
に
備
え
て
、
果

樹
共
済
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

園
芸
施
設
共
済
は
、
小
さ
な
損
害
で
も
補
償
対

象
と
す
る
特
約
や
、
再
建
に
役
立
つ
、
よ
り
ワ

イ
ド
な
補
償
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
新
規
加
入
推
進
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問　
山
形
県
農
業
共
済
組
合
本
所
園
芸
部

　
　
☎
０
２
３

－

６
５
６

－

８
９
７
８

傷
病
手
当
金
の
支
給
適
用
期
間
の

再
延
長
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た

被
用
者
等
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
適
用
期

間
の
再
延
長
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
適
用
期
間　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
感
染
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

療
養
の
た
め
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
期
間
（
た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等

は
、
最
長
１
年
６
月
ま
で
）

問　
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
☎
０
２
３
７

－

８
４

－

７
１
０
０

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会2023

▼
日
時　
３
月
14
日
（
月
）・
15
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
内
容　
企
業
に
よ
る
学
生
へ
の
業
務
内
容
説
明

▼
対
象　
令
和
５
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
を
卒
業
予

定
の
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
（
事
前

申
込
不
要
）

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄

　
　
　
☎
22

－

８
６
０
９

山
形
県
立
農
林
大
学
校

「
新
規
就
農
研
修
生
」募
集
！

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
を
対
象

に
、
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間　
１
年
間

　
　
　
　
（
令
和
４
年
４
月
〜
令
和
５
年
３
月
）

▼
募
集
人
員　
新
規
就
農
希
望
者
50
名

▼
研
修
先　
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
・
先
進

農
業
経
営
者
・
農
林
大
学
等

▼
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
・
傷
害
保
険
・

宿
泊
費
等
必
要
経
費
は
自
己
負
担
）

問　
山
形
県
立
農
林
大
学
校　
研
修
部　

　
　
☎
22

－

８
７
９
４２月28日（月）まで

忘れずに納付しましょう。

◆国民健康保険料　第８期

～税・料金等の納付には便利な　
　口座振替をぜひご利用ください。
お申し込みは指定金融機関窓口へ～

今月の納期

　金山町では、新型コロナワクチンの３回目の
集団接種を実施します。対象の方には、日時を
指定してご案内しています。不明な点はお問い
合わせください。
▼対象者　コロナワクチン２回目接種後から
　　　　　８か月以上経過した18歳以上の方
▼集団接種日時　２月11日（金/祝日）
　　　　　　　　　　12日（土）・13日（日）
▼会　場　金山町農村環境改善センター
▼使用するワクチン　武田／モデルナ社製
　３回目に接種するワクチンは、１・２回目に
接種したワクチンの種類に関わらずmRNAワ
クチン（ファイザー社のワクチン又は武田/モ
デルナ社のワクチン）を用いることが適当とさ
れており、金山町では３回目のワクチンは武田
／モデルナ社製を使用します。

Ｑ：３回目接種にはどのような効果がありますか？
また、１・２回目と副反応に違いはありますか？
Ａ：武田/モデルナ社のワクチンについては、米国
で実施された臨床試験の結果によると、追加接種か
ら28日後の中和抗体価は、２回目接種から28日後
の中和抗体価よりも高く、本剤の追加接種により臨
床的な有効性を支持する免疫応答が認められると判
断されています。武田/モデルナ社のワクチンの追
加接種では、初回接種時の半分の量を投与すること
とされています。半分の量でも血清中の中和抗体価
の上昇が認められ、必要な免疫応答が得られたこと
が臨床試験で確認されています。また、接種後の副
反応は、一部の症状の出現率に差があるものの、お
おむね１・２回目接種後と同様の症状がみられたこ
とが報告されています。

【お問い合わせ】
新庄税務署個人課税部門
☎22－5113

【お問い合わせ】
役場健康福祉課　福祉係
 ☎52－2111（内線261）

【お問い合わせ】
新型コロナウイルスワクチン接種推進対策室
☎52－2111（内線264.265.266）
☎080－8603－6209・080－8603－6210

給与所得や雑所得があり、医療費控除や寄付金
控除などによる所得税の還付申告をする方は、
スマートフォンでの申告も可能です。詳細やそ
の他については、ＱＲコードを読み取るか、
国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）
をご覧下さい。

佐藤町長もスマホを使って体験してみました！

確定申告（e-Tax）が
マイナンバーカードとスマホで
簡単・便利にできます ! !

金山中スキー部が今季も躍進！新南金山校スキー部と町出身選手も大活躍！ 新型コロナワクチン
３回目接種について
お知らせします！

厚生労働省ホームページ
「追加接種（３回目）についてのおしらせ
（新型コロナワクチンＱ＆Ａより）」

高齢者や障がい者等で、自力で除雪できない方に対
し、除雪及び雪下ろしに係る作業の人件費の９割を
町が負担します。

　１月に行われた第61回山形県中学校総合体育大会スキー大会及び第73回山形県高等学校スキー
大会において、金山中スキー部、新庄南高金山校スキー部、町出身高校生が今季も躍進しました。
　クロカン個人競技では、中学生が男女合わせて20も入賞したほか、リレー競技では男子チーム
が４連覇を達成しました。また、新庄南高金山校の選手及び金山中学校出身の選手が優勝、入賞
するなど、金山勢の活躍が目立った大会となりました。
　アルペン競技では中学女子回転で佐藤華音さん（金山中１年：七日町）が７位入賞、高校男子
回転で寒河江清弥さん（山形工業高校２年：七日町）が６位入賞を果たしました。

▼対 象 者　住民税が課税されていない世帯で、
　・病弱な一人暮らし高齢者もしくは高齢者夫婦
　・心身障がい者で病弱な方
　・上の２つと同程度と認められる方
※同居のご家族で除雪できる方がいる場合や、親族
の方から除雪の支援が受けられる場合は対象外
▼助成内容　上限　64,000円（住宅の雪おろしに
係るもの）経費の９割（最大で57,600円）を支給。
（１割はご本人負担）
▼申請方法　申請に必要なもの
　・申請書（健康福祉課窓口にあります。）
　・除雪に係る領収書もしくは請求書
　・通帳（申請者の方の名義のもの）※振込先の口
座名義と番号を確認します。

提出いただいた書類を審査した後、決定もしくは否
決を通知します。

金山町除雪費支給事業について

①　高校男子10㎞クラシカルで金山勢が
１位～３位を独占。左から２位：星川
心之介さん（新南金山校３年：稲沢）、
１位：岸益幹さん（新庄北高３年：片
貝）、３位：松田悠真さん（新南金山
校３年：十日町）

②　４連覇を達成した金山中男子リレーメ
ンバー。左から横瀬愛将さん（３年：
谷口）、柿崎仁さん（２年：七日町）、
矢口琥太郎さん（１年：柳原）、小沼
永輝さん（３年：下向）

③　金山中学校スキー部
④　新庄南高金山校スキー部

大会の結果はこちらから➡④

②

①

③



金山町
集落支援員

【東京での新年「お雑煮」】
　東京金山会役員の「お雑煮」。当然ルーツはみんな金山ですが、昨今では関東風が主流でありつつ、少しずつ「進化」やバラエティー
が見えるようです。 

桃太郎にやっつけられてから、鬼ヶ島の鬼たちははすっ
かりおとなしくなったそうな
やがて、島に渡し船が通うようになったそうな
節分には子供は「福はーうち　鬼あーそぼ」と叫んだそ
うな
すっかり年取った桃太郎は、同じく年取った鬼の親分と
川のほとりで昔話をするのが一番の楽しみだったそうな
鬼と人間の交流を通して、鬼ヶ島はどんな変化を遂げた
のでしょう。かつては敵同士だった者たちがお互いに理
解し合いながら穏やかな生活を築いていく様子に心がホ
ッコリ温まります。

なぜかうまくいく人の気遣い１００の習慣（藤本梨

恵子）

職場のトリセツ（黒川伊保子）

人生を変える！理想の自分になる！超速！習慣化メ

ソッド見るだけノート（吉井雅之）

ギネス世界記録2022（クレイグ・グレンディ）※（　　）内作者名

２
月

新
刊
本

『
北
斗
の
邦
へ
飛
べ
』

（
谷
津
矢
車
／
角
川
春
樹
事
務
所
）

松
前
家
中
の
少
年
、
春
山
伸
輔
は

家
名
を
復
権
さ
せ
る
べ
く
、
新
政

府
の
遊
軍
隊
と
合
流
。
榎
本
軍
へ

の
反
乱
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
一

方
、
新
選
組
の
土
方
歳
三
は
、
か

つ
て
近
藤
勇
ら
と
夢
見
た
国
盗
り

を
、
箱
館
政
府
に
よ
っ
て
実
現
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
相
反
す
る

二
人
の
運
命
の
出
会
い
を
圧
倒
的

ス
ケ
ー
ル
で
描
く
歴
史
小
説
の
登

場
！

『
認
知
症
世
界
の
歩
き
方
』

（
筧
裕
介
／
ラ
イ
ツ
社
）

な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
困

っ
て
い
た
「
認
知
症
の
あ
る
方
が

実
際
に
見
て
い
る
世
界
」
が
絵
と

旅
行
記
の
形
式
で
、
す
ご
ー
く
わ

か
る
！
認
知
症
に
よ
る
生
活
の
困

り
事
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
心
身
機
能
障
害
を
、
ご
本
人
の

視
点
か
ら
44
個
に
ま
と
め
た
。
ま

る
で
「
ご
本
人
の
頭
の
中
を
覗
い

て
い
る
よ
う
な
感
覚
」
で
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
１
冊
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№192

『それからのおにがしま』
（川崎洋/作　国松エリカ/絵
　　　　　　　　　岩崎書店）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

広報かねやま　2022.2 ⑭広報かねやま　2022.2⑮

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
九
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
九
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
キ
エ
子

恵
方
道
両
手
広
げ
て
深
呼
吸

駆
け
足
で
進
む
秒
針
日
の
短
か

岸
　
　
　
昭
子

水
鳥
の
湖
に
漂
ふ
深
眠
り

旧
き
名
の
村
里
恋
ひ
て
雪
蛍

高
橋
　
　
洋
子

南
天
の
赤
き
実
覗
く
綿
頭

煌
々
と
空
に
張
り
付
く
冬
の
月

鵜
沼
　
よ
し
子

歳
末
の
共
同
募
金
幸
を
呼
ぶ

梵
鐘
へ
幸
を
育
み
蜜
柑
剥
く

阿
部
　
　
一
代

水
仙
を
一
輪
挿
し
て
空
磨
く

焚
火
す
る
煙
の
臭
ひ
懐
か
し
き

栗
田
　
　
弥
超

臨
月
の
身
ぬ
ち
労
る
膝
毛
布

舞
遊
ぶ
鳶
に
誘
は
れ
返
り
花

阿
部
　
サ
タ
エ

ど
こ
ま
で
も
空
青
く
し
て
紅
葉
映
ゆ

古
里
に
初
雪
降
る
と
メ
ー
ル
あ
り

の
ぞ

わ
た
つ
む
り

こ
う
こ
う

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

山
々
の
冠
雪
纏
ふ
出
羽
の
里

仏
前
に
供
へ
し
花
の
冬
牡
丹

冬
う
ら
ら
茶
の
み
仲
間
の
久
持
良
餅

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

年
の
瀬
や
想
ひ
出
め
ぐ
る
夢
の
跡

活
花
を
飾
り
し
安
堵
の
年
を
越
す

京
の
旅
千
枚
漬
の
み
や
げ
買
ふ

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

明
け
の
空
遠
き
山
々
冬
日
ざ
し

煤
払
ひ
終
へ
し
安
堵
の
癒
し
風
呂

風
呂
吹
や
食
味
を
そ
そ
る
孫
の
顔

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

静
寂
や
凛
と
き
り
立
冬
の
山

風
立
ち
て
天
を
転
が
す
冬
の
雷

突
然
の
師
匠
と
の
別
れ
笹
子
鳴
く

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

大
い
な
る
巨
星
旅
立
つ
雪
の
華

紅
風
を
心
に
残
こ
し
冬
椿

松
明
け
し
千
里
の
寅
も
歩
み
初
め

ま
と

ぼ
た
ん

そ
な

く
じ
ら
も
ちあ

と

い
や

す
す
は
ら

り
ん

こ
ろ

し　

し

は
な

つ
ば
き

と
ら

う
え
を
駆
け
回
る
こ
と
、
滑
る
こ
と

は
「
楽
し
い
」
の
だ
と
知
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

「
楽
し
さ
」
は
引
力
で
あ
っ
て
、
楽

し
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
に
彼
ら
は
自

然
と
吸
い
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
雪
国
の
楽
し
み
方
が
町
の
魅
力

の
一
つ
と
な
り
、
彼
ら
に
は
魅
力
を

発
信
す
る
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
に
情

報
発
信
す
る
人
に
は
、「
楽
し
さ
」

を
求
め
て
い
る
人
が
引
き
寄
せ
ら
れ

て
来
る
は
ず
で
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
魅
力
化
計
画
、
始
ま
っ

て
い
ま
す
！

　
こ
ん
に
ち
は
、
集
落

支
援
員
の
栗
田
で
す
。

放
課
後
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な

風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

雪
国
な
ら
で
は
の
体
験

「
木
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
い
う
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
曜
日
の

放
課
後
16
時
か
ら
17
時
の
１
時
間
、

校
庭
で
ス
キ
ー
に
乗
っ
て
遊
び
な
が

ら
技
術
を
学
ぶ
時
間
で
す
。
例
年
は
、

「
金
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
部
」
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
し
て
い
た
事
業
で
す
が
、

今
季
は
金
山
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
集
落
支
援
員

の
私
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
の
く
ら
い
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
懐
疑
的
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
32
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
金
山
小
学

校
の
児
童
の
お
よ
そ
２
割
の
人
数
で

す
。
彼
ら
は
、
友
達
と
一
緒
に
雪
の

ス
キ
ー
を
楽
し
む
小
学
生
た
ち

Facebookで
活動を発信し
ています！
ぜひチェックし
てください！

東京金山会通信 №34

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

新年明けまして、おめでとうございます。今年こそはコロナ禍も収束し、いつも通りに東京-金山間を往来できるような、そのよ
うな年となることを祈っています。

新選組・副長の土方歳三は多摩地域・日野に生まれ、函館戦争まで、負け無しの指揮官。
近藤勇の道場「天然理心流」と出会いその後は、ドラマなどで周知のとおりの活躍ぶり。
鳥羽伏見の戦いで幕府軍が敗れたあとも、江戸を脱出し、北関東から宇都宮・会津・仙台・函館ま
で新選組を率いて転戦し、本人指揮の戦いでは、負け無しの強さだったことは、以外と知られてい
ないかもしれません。もちろん、東北にゆかりある英雄と言えます。
土方最後の戦いとなった、函館五稜郭の落城の前日、土方は遺品を日野へ送っています。
敗勢の函館でも旧幕府軍は土方だけが長州・薩摩軍を撃破し勝利する展開。京都の「鬼」の副長が、
函館では慈愛に満ちた指揮官であったと言われてます。肖像のようにカッコいいこと以上に、徳川
天領・多摩と東北・会津、誠実豪強な気質、そして本人天性の柔らかい知恵が、後世に「負け無し」
と伝わる活躍をさせたのかもしれません。

「東京金山コラム」Vol.13「日野と土方歳三」

集落支援員　 栗田　伸一金山町の文化

＼今月は４冊！／



　
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

山
形
県
大
会
最
北
地
区
予
選
に
お
い
て
、
金
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
打
楽
器
５
重
奏
に
出
場
。
見
事
金
賞
に
輝
き
、
県
大
会
へ
駒
を
進

め
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
世
六
亜
実
さ
ん（
２
年
）、
吉
田
麻
瑚
さ
ん（
２
年
）、

伊
藤
梨
緒
菜
さ
ん（
２
年
）、
須
藤
咲
久
愛
さ
ん（
２
年
）、
栗
田
陽

美
華
さ
ん（
１
年
）の
５
名
。
伊
藤
さ
ん
は
「
地
区
大
会
で
は
、
演

奏
中
に
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
を
実
感
で
き
た
。
今

ま
で
で
一
番
の
演
奏
だ
っ
た
」
と
地
区
大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
に
続
く
よ
う
に
「
や
り
き
っ
た
。
最
高
だ
っ
た
よ
ね
」
と

４
人
が
口
々
に
話
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ

自
宅
で
知
る
こ
と
に
。メ
ン
バ
ー
が
演
奏
後
に
感
じ
た
手
ご
た
え
は
、

結
果
と
な
っ
て
表
れ
、
金
山
中
は
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
吹

奏
楽
部
顧
問
の
武
山
先
生
は
「
ひ
た
む
き
に
練
習
す
る
姿
が
受
賞
に

繋
が
っ
た
の
だ
と
思
う
。
意
見
が
ぶ
つ
か
る
時
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

全
て
い
い
演
奏
を
す
る
た
め
。
自
分
た
ち
で
考
え
自
主
的
に
練
習
す

る
姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
唯
一
の
１
年
生
で
あ
る
栗
田
さ
ん
は
「
部
活
動
が

学
校
生
活
の
中
で
一
番
楽
し
い
。
先
輩
た
ち
が
優
し
く
接
し
て
く
れ

る
か
ら
」
と
照
れ
な
が
ら
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
県
大
会
に
向
け
、
練
習
も
次
第
に
ハ
ー
ド
に
。「
一
人
が
で
き
な

い
こ
と
は
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
改
善
し
充
実
し
た
練
習
を
し
て

い
る
」
と
話
す
吉
田
さ
ん
。
練
習
を
覗
い
て
み
る
と
、
納
得
す
る
ま

で
演
奏
す
る
熱
心
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
世
六
さ
ん
は
「
演
奏
す

る
か
ら
に
は
、
金
山
中
と
会
場
に
伝
説
を
残
し
た
い
」
と
力
強
く
県

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
部
長
で
も

あ
る
須
藤
さ
ん
は
「
今
回
の
県
大
会
で
終
わ
り
で
は
な
く
て
、
集
大

成
で
あ
る
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
、
部
員
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
思
い
を
語
り
ま
す
。

取
材
中
、
随
所
に
見
ら
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
武
器
に
、
素

敵
な
音
色
を
奏
で
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
成
人
式
が
２
度

の
延
期
を
経
て
、

無
事
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
完
全
に
収
束

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
成
人

者
の
皆
さ
ん
も
開
催
さ
れ
る
の
か

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
年
末
を
過
ご

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

既
に
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
方

も
、
学
生
の
方
も
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。
辛
く
な
っ
た
時

は
、
地
元
金
山
で
家
族
と
一
緒
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ

い
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
人
生
が

幸
せ
で
健
康
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
！

編
集

 

後
記

キ ラ リ
金 山 び と

№11

◎打楽器５重奏のメンバーの皆さん
　【世六さん（右：２年）吉田さん（中央：２年）伊藤さん（右下：２年）須藤さん（左下：２年）栗田さん（左：１年）】

心ひとつに音を奏でる　金山中吹奏楽部
日本アンサンブルコンテスト山形県大会最北地区で金賞受賞
世六亜実さん、吉田麻瑚さん、伊藤梨緒菜さん、須藤咲久愛さん、栗田陽美華さん

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,098人 （12月末現在）
男　性　2,508 人（－9）
女　性　2,590 人（－12）
世帯数　1,728 世帯

▼12月の異動
　出生 0　人
　死亡 10　人
　転入 1　人
　転出 12　人
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